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近畿中国森林管理局 

広島北部森林管理署 ひろほく通信 

第２２号 

広島県立庄原実業高校「環境工学科」で林業を学ぶ生
徒を対象にした森林環境教育に昨年度から取り組んでい
ます。1 月 20 日には、3 年生最後となる森林環境教育を
意見交換会形式で行いました。また、1 月 22 日には 2 年
生Ⅲ学期の森林環境教育を行いました。3 年生の意見交
換会は、「国産材自給率 50%を目指すために必要な取組
み」と「地域材、広島県産材の需要拡大のために必要な
取組み」をテーマに行い、生徒からは「スマホケースなど身
近な生活用品の木製品化が必要」、「地域材でできた机を
使う。」など頼もしい意見がでました。また、2 年生の森林
環境教育では、来年度の進路・就職の参考となるよう国
有林野事業と広島県森林組合連合会の事業について詳
細に説明しました。生徒からは、「具体的には、どのような
仕事をするのですか。」」などの意見がありました。 

庄原実業高校への森林環境教育を行いました 

神石郡林業振興対策協議会に出席しました 

林務担当者への勉強会を行いました 
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広島北部森林管理署ＨＰ 

1 月 18 日神石高原町にある神石郡林業センターに
おいて開催された「神石郡林業振興対策協議会」に出
席しました。この協議会は、構成メンバーである神石高
原町、神石郡森林組合、広島県東部農林水産事務所
と広島北部森林管理署が連携・協力し、地域の森林・
林業の再生に資することを目的としているもので、今年
度の森林整備事業報告と、令和 3 年度事業計画の説
明に続き、森林経営管理制度、シカ被害対策などにつ
いて意見を交換しました。また、広島北部森林管理署
からは、県内企業等を対象にした分収造林の取組み、
シカ被害の現状と今後の対策方針などについて説明し
ました。広島北部森林管理署では、様々な機会を通じ
て、地元の意見を収集・把握し、これらの解決に向け民
国連携して取り組むよう努めていきます。 

広島北部森林管理署では、令和元年度に森林経営
管理制度が運用されたことを踏まえ、管内の市町林務
担当者の技術向上を目的とした勉強会に取り組んでい
ます。これまで、三次市と安芸高田市の林務担当者を
対象に、森林の多面的機能、森林・林業・木材産業の
現状の座学、列状間伐、獣害対策に関する現地検討
会を行っています。1 月 27 日、鍋谷山国有林において
神石高原町の林務担当者を対象に、森林施業をテーマ
とした勉強会を行いました。森林施業の考え方、各種事
業の実施時期、作業道の作設などについて説明し、そ
の後、林務担当者と林内を踏査し、実際の施業計画に
ついて意見を交わしました。林務担当者からは、「森林
施業の考え方や作業時期について理解できた。今後の
民有林整備に役立てたい。」との意見がありました。 

入江神石高原町長の挨拶 神石郡森林組合からの意見

広島県からの説明 森林管理署からの説明 

意見交換会の様子(R3.1.20) 意見交換会の様子(R3.1.20) 

森林環境教育の様子（R3.1.22) 森林環境教育の様子（R3.1.22) 

森林施業について説明 

参加者で林内を踏査 

質問する林務担当者 

想定作業道ルートについて説明 


